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機械学習を活用した騒音データ自動処理システムの開発

・機械学習により、音源種別を自動的に判定し、

評価の妨げとなる騒音を除外する処理を省力化する。

・実務経験に関係なく判定精度の品質を確保する

・調査担当者が実音モニターの音源種別を判定して

正確な教師データをフィードバックすることにより、

音源種別の自動判定の精度を継続的に向上させる。
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騒音レベルの除外処理の手順（従来）
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当社の処理ツール
「Calc 騒音振動」

緑色の所に、実音が記録されている
ので、クリックして再生し、除外の
必要性を人が判別する。
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機械学習を活用した騒音データ自動処理システムの開発
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機械学習を活用した騒音データ自動処理システムの開発
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機械学習を活用した騒音データ自動処理システムの開発
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判定結果が同じ
なら、採用。

異なる場合は、
判別不能として
回答する。
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識別する音源種別
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騒音レベルの除外処理の手順（機械学習を利用）
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騒音の継続時間を検出
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学習ファイル作成と更新の流れ
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今後の課題
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・騒音計の機種が変更されると、実音データの音質が変わってしまい、
過去の教師データが使えなくなってしまう。

・音源判別の正解率の向上

・計量証明の要求事項との整合性を確認

・Ai技術の別分野への応用
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